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野洲病院から市に提案
『新病院基本構想2010』

中核的医療機関のあり方
について検討

野洲病院の提案の実現
については困難と回答

野洲病院と市の関係野洲病院と市の関係野洲病院と市の関係野洲病院と市の関係
において課題が存在において課題が存在において課題が存在において課題が存在

市内市内市内市内にににに一定一定一定一定のののの役割役割役割役割をををを担担担担うううう
病院病院病院病院はははは必要必要必要必要

運営形態のあり方等に課題

市が新病院を整備する市が新病院を整備する市が新病院を整備する市が新病院を整備する
可能性について検討可能性について検討可能性について検討可能性について検討

現状のままでは、市内の医療
サービスの維持・継続に不安

７月頃には検討のまとめ

＊専門家の委員７名により検討中

しかし・・・



○○○○平成平成平成平成23232323年年年年4444月月月月
野洲病院（特定医療法人社団御上会野洲病院）が市に『新病院
基本構想2010』を提案

≪市が土地建物と高額医療機器を調達し、野洲病院に貸付≫

○○○○平成平成平成平成23232323年年年年5555月月月月
野洲市地域医療における中核的医療機関のあり方検討委員会
を設置

○○○○平成平成平成平成23232323年年年年10101010月月月月
同委員会より提言
『新病院基本構想2010』を中間評価

○○○○平成平成平成平成24242424年年年年1111月月月月
市は野洲病院の『新病院基本構想2010』に対して回答
野洲市新病院整備可能性検討委員会を設置

○○○○平成平成平成平成24242424年年年年2222月月月月
第１回野洲市新病院整備可能性検討委員会

○○○○平成平成平成平成24242424年年年年4444月月月月
第第第第2222回野洲市新病院整備可能性検討委員会回野洲市新病院整備可能性検討委員会回野洲市新病院整備可能性検討委員会回野洲市新病院整備可能性検討委員会



◎検討委員会の設置目的
○ 今後の市民への医療サービス提供のあり方の検討
○ 必要とされる病院機能や診療科など病院像を具体化し、新病院
整備の可能性について検討

◎検討課題
○ 病院の必要性について再確認
○ 必要と考えられる病院像の具体化
○ 市が提案する新病院の立地場所と運営形態の検証
○ 持続可能な病院経営となるかの検証
○ 市が新病院を整備した場合の費用と運営した場合の収支
シミュレーションの検証

専門的な分野について、専門家の委員(７名)で現在検討中現在検討中現在検討中現在検討中

第第第第2222回野洲市新病院整備可能性検討委員会結果報告回野洲市新病院整備可能性検討委員会結果報告回野洲市新病院整備可能性検討委員会結果報告回野洲市新病院整備可能性検討委員会結果報告 ⇒⇒⇒⇒ 別紙別紙別紙別紙



●市と野洲病院が関係する財政的３つの課題

① ９億円の貸付金（S60～S62）

② 病院敷地として使用されている市有地

③ 野洲病院の民間金融機関借入金に対する損失補償
（～H31年度まで）

⇒ 当初の計画どおり償還されず、現在も償還中
未償還元金約６億４千万円 ＊平成24年3月末現在

⇒ 当該市有地に根抵当権が設定
過去に病院から根抵当権が設定された状態で寄付を受付
寄付を受けた後、抵当権設定について許可（現在は解消）

⇒ 違法かどうか、判例が分かれているが好ましくない状態
補償している未償還元金は約８億円 ＊平成24年3月末現在



◎昭和６０年

① 町は９億円を病院へ貸付（S60～S62）

野洲病院の野洲病院の野洲病院の野洲病院の
経営危機経営危機経営危機経営危機

② 病院は敷地の一部を町へ寄付＜保証物件＞

野洲病院が地域の中核的な役割を担う公立病
院に準じた病院として位置づけられていた

市民から強い要望のあった身近で良質な総合
的医療確保の観点

当時当時当時当時のののの野洲町野洲町野洲町野洲町のののの判断判断判断判断

根抵当権が設定された状態のまま

▼野洲病院を支援してきた背景

この根抵当権が付いた状態の土地について、当時の野洲町が寄付を受けたことは不
適切であるため、市は当該土地を元の所有者へ返還することを提案しましたが、野洲病
院の見解は、当該土地の寄付行為は当時に三者（町、野洲病院、山田氏）が合意して
実施したことであり、市の所有物であることから返還の必要はないとの回答でした。
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野洲小学校病院敷地として使用されている市有地



◎平成１０年

③野洲病院の民間金融機関からの借入金（21億円）に
対し、町が損失を補償

※借入金(上記のうち18億円)に対する元利償還相当額
の全額を補助

野洲病院野洲病院野洲病院野洲病院
第３期増築工事第３期増築工事第３期増築工事第３期増築工事

（北館）（北館）（北館）（北館）

野洲病院が自ら資金調達すること
は困難

平成24年度予算では、４分の３に相当する額
（7,939万9千円）



北館(平成11年)

東館(昭和55年)

西館(平成 3年)



過去に市も病院理事として経営に関与
資金援助は実施したが、監視機能が働いていなかった

土地寄付に係る手続き、抵当権設定に係る手続き

② 監督責任

① 財政支援のあり方

③ コンプライアンスの問題

町立病院を持つより効率的であるという判断

▼財政支援の成果と課題等

公立病院のない野洲市で市民病院的な役割を果たしてきた

補助金に依存しない自立的な経営が実現できなかった
また、施設(東館)の耐震対策や計画的な医療設備が未更新

成果

野洲病院の課題

市の反省



※新病院を整備しないことを選択した場合

野洲病院を現状で運営野洲病院を現状で運営野洲病院を現状で運営野洲病院を現状で運営 ⇒⇒⇒⇒ 閉鎖されることも想定閉鎖されることも想定閉鎖されることも想定閉鎖されることも想定

施設の耐震化が未解決
医療設備の未更新
医師等のモチベーションの
低下

市市市市のののの将来将来将来将来のののの財政負担財政負担財政負担財政負担はははは軽減軽減軽減軽減できるできるできるできる

市民の医療サービスが低下
病院スタッフの雇用の問題
損失補償の支払い義務
市の貸付金の回収が不能

市が新病院を整備し病院運営を維持するためには、市民が
市税等を投入する覚悟が必要である。

【野洲市地域医療における中核的医療機関のあり方検討委員会】

※新病院を整備する場合



●病院の開設者と運営形態

⇒⇒⇒⇒ 運営形態運営形態運営形態運営形態のののの選択選択選択選択にににに十分十分十分十分なななな検討検討検討検討がががが必要必要必要必要

～市と野洲病院の関係性～



●運営形態選択における課題

⇒⇒⇒⇒ 現法人現法人現法人現法人（（（（野洲病院野洲病院野洲病院野洲病院））））がががが解散解散解散解散することのすることのすることのすることの想定想定想定想定がががが必要必要必要必要



●現法人が解散した場合

① 市が貸し付けている９億円

⇒ 約６億４千万円(未償還元金)の回収が不能となる。

② 病院敷地として使用されている市有地

⇒ 当該市有地には根抵当権が設定されており、現法人が
民間金融機関から借り入れている債務を保証するため、
債権者に没収される可能性がある。

※現法人の資産と負債を詳しく調査する必要があるが・・・

③ 野洲病院の民間金融機関借入金に対する損失補償

⇒ 現法人の財産整理の際に、民間金融機関に損失が生じ
た場合、最大約８億円を市が補償しなければならない
可能性がある。

現法人の解散のタイミングを配慮して、課題への対応を検討



○第１回（2/17）
○第２回（4/10）

○第３回（5/15）

○第４回（6月中旬）
○第５回（7月）

＊ 実施済
＊ 実施済
① 病院像の具体化＜病院機能、診療科、病床規模等＞
② 病院立地場所の課題整理＜野洲駅周辺・郊外＞
③ 病院の整備費用の検証
④ 病院の運営形態と運営した場合の事業収支の検証
⑤ 検討のまとめ
＊ 必要に応じ開催



●開催の目的

○ ６月１日(金) 午後7時30分～9時30分
野洲市役所３階 第１委員会室 （定員50名程度）

○ ６月３日(日) 午前10時～12時
コミセンなかさと 大ホール （定員100名程度）

●開催日時、会場

現在までの検討において、市が病院に対して公的な関与をする場合には、
市税等を投入することへの市民の理解と覚悟が重要であるとのことから、市
民懇談会を開催することにより、病院に対する市民ニーズや市民負担に対
する考え方など、市民の意見を広く聞くために開催します。
そして、市民懇談会における市民の意見を検討委員会に報告し、検討委
員会の最終まとめに市民意見を反映させることを目的とします。

●開催案内 ⇒ 別紙チラシ


